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論文審査の要旨 

 

先進国において突然の心停止は死亡の主たる原因である。心停止を目撃した

一般市民により心肺蘇生法（バイスタンダーCPR）が適切に行われることが、蘇

生率や社会復帰率を上げるのに重要である。しかし、多くの一般市民は心肺蘇

生法の知識はなく、119 番通報時に司令員が電話で心肺蘇生法を指導している。

しかし、音声のみで指導するため、どのような胸骨圧迫が行われているかに関

しての知見はほとんどない。 

 本研究では、一般市民２３人を対象に口頭指導シミュレーションを通して胸

骨圧迫の質の評価を行っている。BLS 講習の経験の有無で２群に分けると、「胸

の真ん中を押してください」という指示では未経験群は 40.0%しか正確な場所を

圧迫できないことが分かった（経験群は 84.6%が正確な場所を圧迫：ｐ＝0.026）。

圧迫のテンポは両群とも 100/分以上で行えたが、深さに関しては両群とも 33mm

と推奨される 50-60mm に及ばなかった。本研究で明らかとなった問題点を改善

するプロトコール（みぞおちを押さないで下さいと指摘するなど）を使用して

同様のシミュレーションを行ったところ、上記問題点は改善傾向を示した。 

 本研究は、実際には検証できない口頭指導による心肺蘇生法の質の評価を、

シミュレーションを通して検討し、現状の口頭指導の問題点、今後の改善点に

ついての新知見を見いだしており、院外心肺停止症例の社会復帰率向上に寄与

するものと考えられ、救急医学の発展に寄与し、博士（医学）の学位に相当す

るものと考えられる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに院外心肺停止患者の

社会復帰率向上の進歩に寄与するところが大きいと認める。 

 

 

平成 30 年 3 月 6 日  

 

 学位審査委員長 

 
総合臨床病態学 

教 授 西尾 健治 

学位審査委員 

 
侵襲制御・生体管理医学 

教 授 川口 昌彦 

学位審査委員（指導教員） 

 
救急病態制御医学 

教 授 奥地 一夫 

 

 
 

  

 

 
 

  

 


